
  
 
 

 

 

 
 

   

杭頭座板 

締付け工具 

 

締付け工具を用い、 

 

ナットを介して 

 

ねじ込む 。

 

① 
  

② 
  

③ 
  

④ 
  

⑤ 

⑥ 

杭径
杭内径

（mm）

掘削土量

（m
3
）

中詰め工法 1200 0.317

ＦＰＡ工法 0 0

中詰め工法 675 0.051

ＦＰＡ工法 0 0
φ450 310

掘削深さ

（mm）

φ800 580

表１ 杭頭中空部のソイルセメント等の削減 

 

1 開発の目的 
Purpose of Development 

従来から採用されている既製コンクリート杭の杭頭接合工

法では、多くの施工工程が必要とされ、同時に杭頭中空部のソ

イルセメント等を掘削・処分しなければなりませんでした。 

ＦＰＡ工法は、工期短縮と工程の簡略化を図るとともに建設

廃棄物の削減に資することを目的とし、設計上必要な性能を確

保する確実な施工方法として開発され、多くの実績を上げてい

ます。さらに、最近実績が増えつつあるＳＣ杭※１へも適用範囲

を拡大し、定着長さおよび最少本数の見直し等を行って経済性

を向上させています。     ※１ 外殻鋼管付きコンクリート杭

 

２ 技術の概要 
Outline of System 

ＦＰＡ工法は、締付け工具を用いてナットを介してＦＰＡボ

ルトを回転させて、杭頭の座板ねじ孔に機械的に接合すること

により、杭とフーチングの接合を行う技術です。（図２参照）

 これらの技術は、2002年3月(財)日本建築センターの「建築

物等の施工技術及び保全技術・建設技術審査証明」を取得し、

2007年3月にはＳＣ杭への適用拡大等のバージョンアップも同

様の「建設技術審査証明」を取得しています。 

（BCJ-審査証明18号）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 工法の特長 
Strong Points of System 

① 杭頭接合部の確認が容易で確実 
ＦＰＡボルトを機械的に接合し、かつ、接合部を目視で確認

し管理できます。 
② 工期の短縮と省力化 
特殊材料や特殊技能が不要で、溶接等もなく天候に左右され

ません。さらに、杭頭中空部のソイルセメント等を除去する必

要がありません。 
③ 設計上の要求耐力を確保 

ＦＰＡボルトを適切に配置することにより、設計上要求され

る耐力を満足する杭頭接合部が施工されます。 

④ 建設廃棄物の削減 
杭頭中空部のソイルセメント等を除去しないため環境にや

さしい工法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単・確実 
環境にやさしい 既製コンクリート杭の杭頭接合技術「ＦＰＡ工法」 

Pile Head Connection System “FPA” for Precast Concrete Pile 

① ＦＰＡボルト 
② 上部ねじ部 
③ 下部ねじ部 
④ 杭頭座板 
⑤ ＦＰＡナット 
⑥ 締付け工具 

図２ FPA工法の構成 

図１ BCJ－審査証明18号 

ＦＰＡボルト

座板

写真１ 締付け状況

既製コンクリート杭 

 

座板
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図３ 杭頭接合部の確認方法



 

 
 

  

 

   

ジャパンパイル株式会社 
〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町 2-1-1 田辺浜町ビル 

T e l . ( 0 3 ) 5 8 4 3 - 4 1 9 2  F a x . ( 0 3 ) 5 6 5 1 - 0 1 9 2 

http://www.japanpile.co.jp/ 

お問合せ先 – ＦＰＡ工法委員会(ジャパンパイル 技術開発部) 
T e l . ( 0 3 ) 5 8 4 3 - 4 1 9 6  F a x . ( 0 3 ) 5 6 5 1 - 1 9 0 5 

 

. 

 

（軸力が0kNで杭頭接合部が杭の曲げ耐力を上回る場合のボルト本数） 

      Ａ種―6本、Ｂ種―10本、Ｃ種―11本 

（計算条件）杭：φ500    Fc：21N/mm2   仮想断面形状：円筒形

FPA ﾎﾞﾙﾄ：D25  ねじ孔：M24（ひょうたんねじ形） 

  図５ 計算結果の出力例（杭及び杭頭接合部のMa-N関係）

 

ＦＰＡ工法技術者

ＦＰＡボルト製造者 
ＦＰＡ工法施工者

（各作業所） 

作業者 

教育・指導

実績報告 

技術サポート 

発注・納品 

※FPAﾎ゙ ﾙﾄ製造者は、FPA
工法委員会が認めた者

とする。 

ＦＰＡ工法委員会

教育・指導・助言 施工報告 

施工報告 

施工要領指導

・品質管理 

FPA工法技術者：FPA工法委員会によ

る講習を受けた者で、各作業所におい

てFPA工法が適正に施工されるよう
教育、指導できる者。

使用材料 FPAﾎﾞﾙﾄ：SD345・SD295A，SD390(D29のみ） 

       FPAﾅｯﾄ：六角ﾅｯﾄ 

ねじ規格 ﾒｰﾄﾙ並目(JIS)・ｳｨｯﾄ並目(旧JIS） 

[d0:ねじの山部径 d1:ねじ部の谷部径 S:ねじ加工長さ L:定着長さ ｄ：鉄筋の公称径]

タイプ FPAボルト
FPA
ナット
鉄筋
d0
(mm)
d1
(mm)

L

D22-M22 M22 D22 22.0 19.3 23.0

D25-M24 M24 D25 24.0 20.8 24.0

D29-M27 M27 D29 27.0 23.8 27.0

D19-W3/4 W3/4 D19 19.0 15.8 21.0

D22-W7/8 W7/8 D22 22.2 18.6 23.0

D25-W1 W1 D25 25.4 21.3 25.0

S
(mm)

左
記
の
値
か
つ
座
板
厚
＋
3
㎜

ｳ
ｲ
ｯ
ﾄ
ね
じ

20ｄ
以上

ﾒ

ｰ

ﾄ
ﾙ
ね
じ

表２ FPAボルトの標準仕様

注） 

注）D29（SD390）は、Fｃ≧24N/mm2とする

４ 適用範囲 
Example of Application 

対象となる杭は、既製コンクリート杭の内、ＰＣ鋼線により

プレストレスを導入したＰＨＣ杭（節付き杭を含む）と更に異

形鉄筋などを用いて補強したＰＲＣ杭、引張抵抗用のアンカー

筋が付加された特殊仕様のＳＣ杭です。杭頭部にねじ孔付きの

座板を有しないカットオフされたＰＨＣ杭などは対象外とな

ります。 

杭頭座板のねじ孔タイプは、全ねじ形とひょうたん形があ

り、ＦＰＡ工法はいずれのタイプにも適用できます。（図４参

照） 

ＦＰＡボルトの定着長さは、構造実験により20d以上あれば

十分であることが確認されています。必要本数は、日本建築学

会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」に従った専用の

計算ツールを使用しています。（図５参照） 

 

 

５ 施工管理体制 
Construction Control System 

ＦＰＡ工法は、ＦＰＡ工法技術者から教育を受けたＦＰＡ施

工者により施工管理がなされ、施工上の問題が生じないよう、

ＦＰＡ工法技術者ならびにＦＰＡ工法委員会のバックアップ

体制も整えられております。また、使用するＦＰＡボルトは、

所要の品質を満足するように、ＦＰＡ工法委員会が認定した製

造者によるものに限定しています。（図６参照） 

 

図４ 杭頭座板のねじ孔タイプ 

全ねじ形（Ⅰ）     全ねじ形（Ⅱ）    ひょうたん形   

図６ 施工管理体制 

FPA工法技術者：FPA工法委員会によ
る講習を受けた者で、各作業所において

FPA工法が適切に施工されるようFPA
工法施工者を教育・指導できる者．
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